
物性研究 56-6(1991-9)

修士論文題目 ･アブストラクト (1990年度)

その 1 〔vol.56 No.6〕

弘前大学大学院 理学研究科 物理学専攻

茨城大学大学院 理学研究科 物理学専攻

埼玉大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

東京大学大学院 理学系研究科 物理学専攻

東京大学大学院 工学系研究科 物理工学専攻

東京工業大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

お茶の水女子大学大学院 理学研究科 物理学専攻

学習院大学大学院 自然科学研究科 物理学専攻

慶応義塾大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

上智大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

中央大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

東海大学大学院 理学研究科 物理学専攻

日本大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

明星大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

その2 〔vol.57 No.1〕

新潟大学大学院 理学研究科 物理学専攻

立命館大学大学院 理工学研究科 物理学専攻

京都大学大学院 理学研究科 物理学第一専攻

大阪大学大学院 理学研究科 物理学専攻

大阪大学大学院 基礎工学研究科 物理系専攻

大阪市立大学大学院 理学研究科 物理学専攻

大阪市立大学大学院 工学研究科 応用物理学専攻

関西学院大学大学院 理学研究科 物理学専攻

岡山大学大学院 理学研究科 物理学専攻

広島大学大学院 理学研究科 物理学専攻

山口大学大学院 理学研究科 物理学専攻

九州大学大学院 理学研究科 物理学専攻

-696-



修士論文題目･アブス トラクト

○弘前大学大学院理学研究科物理学専攻

1. TiO2(Rutile)の 1次ラマンスペク トルの温度依存性 井畑 克祥
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事関数
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1. 反強磁性スピンと相互作用する電子系の超伝導 会沢 幸雄

1. 反強磁性スピンと相互作用する電子系の超伝導

会 沢 幸 雄

反 強磁性 的 に相互作用 してい る局 所 ス ピンと磁 気的 に相 互作用 している電子

系 (また■はホ ール系 )につ い て考 える｡ 系 の構造 は局所 ス ピ ンや電子等が互 いに

強 く相 互作用 して いる面が層 状 にか さな ってい るよ うな もの であ る｡ 局所 ス ピ ン

は面 間 についてもある程度の強 さの有 効相 互作用 してい るもの とす る｡ また､ 電

子 の面 間の遷移マ トリックス要素 は充分小 さい と仮 定 す る｡､モデ ルハ ミル トニ ア

ンは次 の ような もので あ る｡

〃三岳24CI,cA,十島フ帰 吠 十に'5革ま･(左 手6'C¢)

ここで､ C3-(C+～ ,co+A)は電子 の生成 2成分 ス ピノル でeOは異 方的な単 一電子

の励起 エ ネル ギ ーであ る｡ 最後 の項 は伝導 電子 と局 所 ス ピンの近藤相互作用 で､

同一面 内で しか働 かな い とす る｡ Kが 充分 大 きい と局所 ス ピ ンや 電子の磁気的状

態 は大 き く影響を うけることが示 され るが､ こ こで は､ K=0の ときとあ ま り大

き く変 化 しな い場 合 を考 える｡ この よ うな場合､ モ デルハ ミル トニア ンか ら導 か

れ る電 子 の有 効ハ ミル トニ ア ンか ら､ 以 下のこ とが 分 か った｡

まず､ 面 内電 子間の相互 作用 は三重項 状態 の と き引力 とな り､ パ ウ リの排他

原理 の ため に､ ク ーパ ー対を作 るの は非 常 に困難で あ る｡ しか しなが ら面間電子

につ いて は一重項 状態 の ク ーパ ー対が､ 電 子数密度 が あ る値 (面 間の遷移マ トリ
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